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	 eq \o\ac(□,1)　クリティカル・シンキングって何？
	 eq \o\ac(□,2)　思い込みは禁物！冷静に分析しよう。

	
	 eq \o\ac(□,3)　なぜそう思ったの？
	 eq \o\ac(□,4)　事実かな？話して確かめよう。
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展開
	１．ピア･サポートの意味、中学校1年生の授業で学習することを確認させる。
２．自分の普段の思考や行動の仕方を振り返らせる。
３．よい人間関係を作るためにも、物事をいろいろな角度から見ることが必要であることに
気づかせる。

	活動項目
(所要時間)
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活動内容

	準備物

	1．はじめに (5)
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	復習：予告プリントの復習１
○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」○そのために大切な２つのこと：「自分を大切にする」「周りの人を大切にする」
○中１の目標：「クリティカル・シンキングができるようになろう！」

	

	2．目標や流れの説明(2)
	
	テーマ：「クリティカル･シンキングって何？」
目標：自分の思考の仕方を振り返ろう！
	

	3．活動1 (15)あなたなら
どうする!?
	
	復習：予告プリントの復習２　
○クリティカル：「批判的な」「厳密な」「ていねいに」という意味　
○シンキング　：「考えること」｢思考｣「判断」という意味。
○クリティカル・シンキング：
「物事をていねいに考え、判断すること」

	

	
	
	・自分は日頃どんなふうに物事を考え、判断しているだろうか。
	

	
	
	・それぞれの場面を読んで、もし自分が主人公だったらこのようなとき、どう考えるか。自分の考えに最も近いと思う記号を1つ選んで、○（丸）をつけよう。


　例題(場面1) 
	　 　　

	
	
	・集計して、自分の思考パターンの特徴を知る。
	

	
	
	Ａ攻撃パターン＝ライオン：自分の考えや意見が最も正しいと考え、一方的に「あいつが悪いんだ!!」「あの子はおかしい!」などと、相手を完全否定する。どうにかして、相手を納得させようとする。そのためなら、行動が少し乱暴になっても仕方ない…。
Ｂ遠まわしの攻撃パターン＝キツネ：ライオンパターンと同様に、自分の考えや意見が正しいと考える。ライオンとの違いは、相手に自分から積極的には攻撃しないこと。代わりに相手と話すことを避けたり、お世辞や嫌味っぽいことを言ったりして、なんとなく感じ取ってもらおうとする。
Ｃ受け身パターン＝ヤギ：自分よりも相手の感情を第一にして、自分の本当の考えは抑えたり、隠したりする。「自分が悪いんだ」「自分さえ我慢していれば、この問題はうまくいくだろう」などと考える。
Ｄ事実を追及するパターン＝フクロウ
（小６ピアでは「上手な自己主張パターン」として学習。中学校では、レベルを上げて「事実を追求するパターンと覚えます」と説明を。）
物事をよく調べ、様々な角度から丁寧に考えた上で、自分の考えや感情を自覚。それを相手に押し付けず、相手の考えや感情も受け容れるようにする。自分の疑問や感情は大切にするが、起こった事実は正確にとらえて、偏らずに行動する。
	

	4．活動2 (21)
その後は
どうなる？
	
	・表面的には笑顔でいても、頭の中ではいつもその思考パターンばかりをしていると、自分と相手の人間関係はどうなっていくだろうか？
・場面１を例にして、それぞれの思考パターンの
その後を予想して話し合ってみよう。

	
　　 　　

	
	
	・予想して書き出したことを発表する。

	

	
	
	・4つパターンの中では、フクロウの「事実を追求するパターン」が最もよい人間関係を生み出す可能性が高いようだ。それはなぜか？
・フクロウのような考え方と、それ以外のライオン、キツネ、
ヤギの考え方の違いは何か？
	

	
	
	・フクロウ以外の3つの考え方のパターンの共通点

　起こったことについて、
よく調べたり考えたりしないで、
思い込みや推測で行動している
・フクロウの考え方のパターン
思い込みや推測ではなく、
｢事実｣を探し出そうとしている
· このフクロウパターンの思考こそが「クリティカル・シンキング!!」
· 次回からフクロウの考え方を学んでいくことを予告する。
	

	5．まとめ(3)
	
	・フクロウ以外の3つの考え方のパターンの共通点
　⇒「思い込み・推測」で行動する。
・フクロウの考え方のパターン　　 ⇒「事実」を探ろうとする。
	
　　 　　

	6．振り返り用紙記入(4)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
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○すぐ結論を出さず、自分の最初の受け止め方に疑問をもつ。


○いろいろな可能性を考え、多くの情報を集めようとする。


○集めた多くの知識や情報に基づいて判断をする。





○出来事をよく調べないで、部分的にとらえる。


○「絶対～だ！」と簡単に決め付ける。


○他人の言うことを、そのまま信じる。


○一度決めると、それをなかなか変えられない。
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